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　春三月、歳のせいか、月日の経つのが早くなったような気がします。卒園式も終

わり、新学期の準備に大わらわの毎日をお過ごしの事と存じます。振り返ってみれ

ば、平成 26 年度は、子ども子育て新制度の対応に明け暮れた１年でありました。

あれよあれよと言っている間に動き出し、さまざまな課題を何の改善もできぬまま、

４月を迎えることに責任を感じております。宮城県内では、いまのところ、約１割

の幼稚園が新制度に移行することになりました。仙台市内の幼稚園が殆どですので、お互いに情報交

換を密にし、後から続く私立幼稚園の道しるべになってほしいと願ってやみません。

　私事ではありますが、平成 18 年 12 月に認定こども園幼稚園型になり、保護者の方々からもようや

く認知されてきたところに、この新制度が適用され、他市町の子どもが入園できなくなるという状況

にかんがみ、移行しない決断を致しました。残念でなりません。

　新年度も、引き続き、様々な課題に対処していかなければならないと考えております。幼児教育が

衰退の一途を辿ることなく、益々充実し、健全な運営ができるよう、会員の先生方のより一層の

ご協力とご支援をお願い申し上げます。あわせて、震災復興にもご協力願います。
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《概要》
　昭和 42 年創立。野蒜海岸の風光

明媚な松林に囲まれ、伸び伸びと育

つようにと願って開園しました。

　平成 23 年 3 月 11 日東日本大震

災の津波により全壊。同年 6 月～ 8

月松島第 5 小学校、同年 8 月～平

成 26 年 3 月松島縫製工場の倉庫を借りて保育を続け

ました。平成 26 年 4 月に、各方面からの暖かいご支

援を得て現在地に再開開園することができました。

　2 月 6 日（金）、三

陸自動車道矢本イン

ター近く、県道 43

号線沿いにある真新

しいのびる幼稚園を

取材させていただき

ました。周囲には新

しい団地が出来つつあり、将来の園児増も期待されま

す。

　当日は風が冷たいものの青空が広がり、園舎の中で

は 3・4・5 歳児縦割り２クラスで、子どもたちが元気

いっぱいラボ教室に興じていました。1 階 2 階共に 3

クラスがパネルで仕切られ、必要に応じてパネルを開

けて広く使われ

る構造になって

います。また、

階段付きのこど

もだけの小さな

空間もあり、園

児達が多様な遊

びができるよ

うに工夫され

ています。1 階

には吹き抜け

の仏壇を正面

にお飾りした

遊戯室があり、

天井も高く広々としております。遊戯室に隣接して厨
房があり、専門の調理師が自園で給食を作っています。

《園長先生からのメッセージ》
矢本に移ったものの、「伸び伸び」育てる精神に変わ

りなく、現在地でも「のびる幼稚園」の名前を引き継

ぐことにしましたと加藤秀幸園長先生はおっしゃって

いました。また、大震災に際しては各方面から多大な

ご支援をいただいたことに深く感謝していますと申し

ておりました。

《教育目標》
　「明るく、正しく、健やかに」（仏教保育）
　幼児の心身の健全を図り、伸びゆく力を助長し、豊

かな情操、道徳性の芽生えを養い、自主自立の精神と

創造性を養い望ましい人間教育の育成に当たります。

《連帯と自立をめざして》
　１．進んで挨拶できる子
　２．思いやりと、感謝の気持ちをもてる子
　３．自分の事は自分で出来る子
《教育内容》
　健康、人間関係、環境、言語、生活指導
　右の写真は、

毎週金曜日、ラ

ボ教室（英語で

リズムをした

り、ゲームをし

たりする）など

に積極的に活用

しています。

　　　　　　　　　　　（取材／梶　嘉一・鎌田俊昭） 

幼稚園園児数　53名
　　（年長児７名、年中児19名、年少児27名）

のびる幼稚園のののののののびびびびびびびるるるるるるる幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚園園園園のびる幼稚園のびる幼稚園

保育時間　　８時 30 分～ 14 時
給　　食　　週２回（月・火）
預かり保育　　14 時～ 18 時まで
　　　　　　（長期休業中は８時～ 18 時　正月三が日のみ休み）
バス送迎　　マイクロバス１台、ワゴン車２台

幼稚園訪問記幼稚園訪問記

ににとももともとと子子なな幼幼幼
※平成 27年２月６日現在

〒981-0503
東松島市矢本字西新町 10-19

のびる幼稚園ではのびる幼稚園ではのびる幼稚園ではのびる幼稚園では

旧　のびる幼稚園旧　のびる幼稚園旧　のびる幼稚園
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宮私幼副理事長　　佐藤　宏郎
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平成26年度宮私幼教育研究発表大会
園内研修を支える教師の同僚性について考える大会テーマ
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期日：平成 26年 11月 19日（水）午後 5時 30分～　　会場：仙台ガーデンパレス

平成 26年
宮城県知事表彰
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��������������������������������������������������

�

�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第 2回定時総会・研修会第 2回定時総会・研修会第 2回定時総会・研修会
日時：平成27年３月３日（火）13時～　　会場：仙台市民会館
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巻 頭 言

vol.141

　春三月、歳のせいか、月日の経つのが早くなったような気がします。卒園式も終

わり、新学期の準備に大わらわの毎日をお過ごしの事と存じます。振り返ってみれ

ば、平成 26 年度は、子ども子育て新制度の対応に明け暮れた１年でありました。

あれよあれよと言っている間に動き出し、さまざまな課題を何の改善もできぬまま、

４月を迎えることに責任を感じております。宮城県内では、いまのところ、約１割

の幼稚園が新制度に移行することになりました。仙台市内の幼稚園が殆どですので、お互いに情報交

換を密にし、後から続く私立幼稚園の道しるべになってほしいと願ってやみません。

　私事ではありますが、平成 18 年 12 月に認定こども園幼稚園型になり、保護者の方々からもようや

く認知されてきたところに、この新制度が適用され、他市町の子どもが入園できなくなるという状況

にかんがみ、移行しない決断を致しました。残念でなりません。

　新年度も、引き続き、様々な課題に対処していかなければならないと考えております。幼児教育が

衰退の一途を辿ることなく、益々充実し、健全な運営ができるよう、会員の先生方のより一層の

ご協力とご支援をお願い申し上げます。あわせて、震災復興にもご協力願います。
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宮私幼理事長 村 山 十 五

一般社団法人
宮城県私立幼稚園連合会宮城県私立幼稚園連合会

《概要》
　昭和 42 年創立。野蒜海岸の風光

明媚な松林に囲まれ、伸び伸びと育

つようにと願って開園しました。

　平成 23 年 3 月 11 日東日本大震

災の津波により全壊。同年 6 月～ 8

月松島第 5 小学校、同年 8 月～平

成 26 年 3 月松島縫製工場の倉庫を借りて保育を続け

ました。平成 26 年 4 月に、各方面からの暖かいご支

援を得て現在地に再開開園することができました。

　2 月 6 日（金）、三

陸自動車道矢本イン

ター近く、県道 43

号線沿いにある真新

しいのびる幼稚園を

取材させていただき

ました。周囲には新

しい団地が出来つつあり、将来の園児増も期待されま

す。

　当日は風が冷たいものの青空が広がり、園舎の中で

は 3・4・5 歳児縦割り２クラスで、子どもたちが元気

いっぱいラボ教室に興じていました。1 階 2 階共に 3

クラスがパネルで仕切られ、必要に応じてパネルを開

けて広く使われ

る構造になって

います。また、

階段付きのこど

もだけの小さな

空間もあり、園

児達が多様な遊

びができるよ

うに工夫され

ています。1 階

には吹き抜け

の仏壇を正面

にお飾りした

遊戯室があり、

天井も高く広々としております。遊戯室に隣接して厨
房があり、専門の調理師が自園で給食を作っています。

《園長先生からのメッセージ》
矢本に移ったものの、「伸び伸び」育てる精神に変わ

りなく、現在地でも「のびる幼稚園」の名前を引き継

ぐことにしましたと加藤秀幸園長先生はおっしゃって

いました。また、大震災に際しては各方面から多大な

ご支援をいただいたことに深く感謝していますと申し

ておりました。

《教育目標》
　「明るく、正しく、健やかに」（仏教保育）
　幼児の心身の健全を図り、伸びゆく力を助長し、豊

かな情操、道徳性の芽生えを養い、自主自立の精神と

創造性を養い望ましい人間教育の育成に当たります。

《連帯と自立をめざして》
　１．進んで挨拶できる子
　２．思いやりと、感謝の気持ちをもてる子
　３．自分の事は自分で出来る子
《教育内容》
　健康、人間関係、環境、言語、生活指導
　右の写真は、

毎週金曜日、ラ

ボ教室（英語で

リズムをした

り、ゲームをし

たりする）など

に積極的に活用

しています。

　　　　　　　　　　　（取材／梶　嘉一・鎌田俊昭） 

幼稚園園児数　53名
　　（年長児７名、年中児19名、年少児27名）

のびる幼稚園のののののののびびびびびびびるるるるるるる幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚園園園園のびる幼稚園のびる幼稚園

保育時間　　８時 30 分～ 14 時
給　　食　　週２回（月・火）
預かり保育　　14 時～ 18 時まで
　　　　　　（長期休業中は８時～ 18 時　正月三が日のみ休み）
バス送迎　　マイクロバス１台、ワゴン車２台

幼稚園訪問記幼稚園訪問記

ににとももともとと子子なな幼幼幼
※平成 27年２月６日現在

〒981-0503
東松島市矢本字西新町 10-19

のびる幼稚園ではのびる幼稚園ではのびる幼稚園ではのびる幼稚園では

旧　のびる幼稚園旧　のびる幼稚園旧　のびる幼稚園
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